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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第２四半期連結
累計期間

第65期
第２四半期連結
会計期間

第64期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 2,490,9851,083,8286,225,629

経常利益又は経常損失(千円) △227,504△245,078 128,152

四半期（当期）純利益又は四半期（当期）純損失（千円） △256,451△269,202 68,843

純資産額（千円） － 3,770,9844,095,751

総資産額（千円） － 4,988,9845,475,033

１株当たり純資産額（円） － 218.31 237.03

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は四半期（当期）純損失金

額（円）
△14.84 △15.58 3.98

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 75.6 74.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△172,445 － 101,545

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△124,185 － △492,690

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△87,081 － △121,390

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 727,5421,111,254

従業員数（人） － 417 424

　 (注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

　　　　　　記載しておりません。　

　　 　 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額（円）については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　　　　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 417 (305)

　 (注)１  従業員数は就業人員数であります。

　　　 ２　従業員数の欄の(外書)は、パートタイマーの当第２四半期連結会計期間の平均雇用人数であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 34 (2)

　　(注)１　従業員数は就業人員数であります。

　 　　 ２　従業員数の欄の(外書)は、パートタイマーの当第２四半期会計期間の平均雇用人数であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 生産高（千円）

衣料品製造販売事業 422,141

　(注)１　金額は販売価格によっております。

　　　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

衣料品製造販売事業 829,312 157,079

　(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 販売高（千円）

衣料品製造販売事業 1,081,230

その他の事業 2,598

合計 1,083,828

　(注)１　主要な販売先につきましては、いずれの販売先も総販売実績に対する割合が100分の10未満のため記載は

　　　　　省略しております。

  　　２　上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1)業績の状況　

 当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油、原材料価格の高騰が企業収益や家計を圧迫するなど、景気

の減速感が鮮明となり、また、米国のサブプライムロ－ン問題に端を発した世界的金融不安が拡がりを見せ始め、先行

きの不透明感が一段と強まる状況で推移いたしました。

　このような状況のなか、当第２四半期連結会計期間における売上高は店舗等の退店等により、10億８千３百万円とな

りました。損益面につきましても、売上総利益率の改善と販売費及び一般管理費の削減等を行いましたが、営業損失２

億４千８百万円、経常損失２億４千５百万円、四半期純損失２億６千９百万円となり、厳しい環境の中で前年実績を下

回りました。

　

(2)キャッシュ・フローの状況　

　　　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は７億２千７百万円で前四半期連結会計期間末に比

　　べ３億１千２百万円減少いたしました。各キャッシュ・フローの状況の状況とそれらの要因は次の通りであります。

　　　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　　　 営業活動によるキャッシュ・フローは、△１億８千万円となりました。これは主に、売上債権の減少１億９千２　

　　　百万円等による収入がありましたものの、税金等調整前四半期純損失２億６千６百万円の計上や仕入債務の減少７

　　　千２百万円等があったことが主な要因であります。

　　　

　　　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　　　 投資活動によるキャッシュ・フローは、△１億３千１百万円となりました。これは貸付金による支出１億５千万

　　　円や有形固定資産の取得による支出が６百万円あった一方で差入保証金及び敷金の返還による収入が２千６百万円

　　　あったことが主な要因であります。

 

　　　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　　　 財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得により△０百万円の減少となりました。

 

（3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4)研究開発活動

　 該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,706,000

計 35,706,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発
行数(株)

（平成20年9月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,044,715 18,044,715ジャスダック証券取引所

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

計 18,044,715 18,044,715 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年7月1日～

平成20年9月30日　　

　　　　　

－ 18,044,715 － 2,727,560 － 835,890

 

（５）【大株主の状況】

 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ＬＢＴ 東京都渋谷区千駄ケ谷３丁目60-５ 5,600 31.03

ＧＹ会持株会 東京都中央区築地３丁目５-４ 813 4.51

株式会社サザンコ－ポレ－ション 東京都渋谷区元代々木町54-10 690 3.82

山形　政弘 東京都世田谷区 677 3.75

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７-１ 431 2.39

ＢＴＣ協同組合 東京都千代田区神田須田町２丁目１ 392     2.17

中島　眞喜子 神奈川県川崎市麻生区 292     1.62

田辺　友紀恵 東京都世田谷区 292     1.62

山形産業株式会社 東京都中央区湊２丁目４-１ 274     1.52

カネ美食品株式会社 愛知県名古屋市天白区中坪町９０番地 250     1.39

計 － 9,713 53.82

　（注）１．上記には当社所有の自己株式771千株(持株比率4.27％)は含まれておりません。

２．中央洋服協同組合は、平成20年７月17日にＢＴＣ協同組合に商号変更しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　771,000 －

　権利内容に何ら限定の

　ない当社における標準

　となる株式

完全議決権株式（その他）
普通株式　　　　

17,193,000
17,193　同上

単元未満株式 普通株式　　　　80,715 － 　同上

発行済株式総数 18,044,715 － －

総株主の議決権 － 17,193 －

　（注）　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が12,000株含まれております。ま

た、「議決権の数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数12個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社銀座山形屋
　東京都中央区築地

　三丁目５-４
771,000－ 771,000 4.27

計 － 771,000－ 771,000 4.27　　　

　 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 130 126 128 125 120 119

最低（円） 112 111 118 117 113 105

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものを記載しております。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（1）役職の異動　

 

新役名 旧役名 氏名 異動年月日

　　　　常勤監査役 非常勤監査役 竹下　仁 平成20年7月1日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日内閣府令第50号)附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人ト－マツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 727,542 1,111,254

受取手形及び売掛金 465,500 706,022

商品及び製品 229,284 295,061

原材料 167,796 93,933

仕掛品 10,576 11,076

その他 232,630 83,059

貸倒引当金 △2,945 △6,558

流動資産合計 1,830,385 2,293,849

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 255,004 274,963

その他（純額） 272,907 272,992

有形固定資産合計 ※
 527,911

※
 547,956

無形固定資産

その他 8,732 9,003

無形固定資産合計 8,732 9,003

投資その他の資産

投資有価証券 1,280,009 1,256,653

敷金及び保証金 1,134,872 1,162,701

その他 214,570 211,197

貸倒引当金 △7,496 △6,328

投資その他の資産合計 2,621,955 2,624,223

固定資産合計 3,158,599 3,181,183

資産合計 4,988,984 5,475,033

負債の部

流動負債

買掛金 231,647 318,883

未払法人税等 9,699 27,058

ポイント引当金 30,713 17,583

その他 303,767 365,089

流動負債合計 575,827 728,615

固定負債

繰延税金負債 58,305 45,437

退職給付引当金 485,427 499,842

役員退職慰労引当金 86,639 93,586

その他 11,800 11,800

固定負債合計 642,172 650,666

負債合計 1,217,999 1,379,281
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,727,560 2,727,560

資本剰余金 1,174,617 1,174,617

利益剰余金 △137,093 205,754

自己株式 △78,722 △78,037

株主資本合計 3,686,362 4,029,895

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 84,622 65,855

評価・換算差額等合計 84,622 65,855

純資産合計 3,770,984 4,095,751

負債純資産合計 4,988,984 5,475,033
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 2,490,985

売上原価 1,224,924

売上総利益 1,266,061

販売費及び一般管理費 ※
 1,526,260

営業損失（△） △260,199

営業外収益

受取利息 1,784

受取配当金 24,650

受取手数料 7,904

雑収入 4,270

営業外収益合計 38,609

営業外費用

投資事業組合運用損 4,939

雑損失 975

営業外費用合計 5,915

経常損失（△） △227,504

特別利益

貸倒引当金戻入額 831

償却債権取立益 114

特別利益合計 946

特別損失

役員退職慰労金 1,157

固定資産除却損 2,944

投資有価証券評価損 3,964

固定資産処分損 6,230

減損損失 10,654

特別損失合計 24,952

税金等調整前四半期純損失（△） △251,510

法人税、住民税及び事業税 4,940

法人税等合計 4,940

四半期純損失（△） △256,451
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 1,083,828

売上原価 571,043

売上総利益 512,785

販売費及び一般管理費 ※
 761,076

営業損失（△） △248,291

営業外収益

受取利息 1,413

受取配当金 4

受取手数料 3,647

雑収入 3,087

営業外収益合計 8,152

営業外費用

投資事業組合運用損 4,939

営業外費用合計 4,939

経常損失（△） △245,078

特別利益

貸倒引当金戻入額 796

償却債権取立益 114

特別利益合計 910

特別損失

固定資産除却損 2,944

投資有価証券評価損 3,964

固定資産処分損 6,230

減損損失 9,302

特別損失合計 22,441

税金等調整前四半期純損失（△） △266,609

法人税、住民税及び事業税 2,592

法人税等合計 2,592

四半期純損失（△） △269,202
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 △251,510

減価償却費 30,640

減損損失 10,654

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,444

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,946

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,414

受取利息及び受取配当金 △26,434

売上債権の増減額（△は増加） 237,069

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,586

仕入債務の増減額（△は減少） △87,236

その他 △57,485

小計 △175,692

利息及び配当金の受取額 26,442

法人税等の支払額 △23,193

営業活動によるキャッシュ・フロー △172,445

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,166

投資有価証券の取得による支出 △833

敷金及び保証金の回収による収入 38,938

敷金及び保証金の差入による支出 △213

短期貸付けによる支出 △150,000

その他 △1,911

投資活動によるキャッシュ・フロー △124,185

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △685

配当金の支払額 △86,396

財務活動によるキャッシュ・フロー △87,081

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △383,712

現金及び現金同等物の期首残高 1,111,254

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 727,542
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項の

変更

(1)連結の範囲の変更

　株式ヴァイソム及び株式会社ディーエイチエスの２社は、第１四半期連結会計期間

において当社に吸収合併したため、連結の範囲から除外しております。

　(2)変更後の連結子会社の数

　　　３社

 

２．会計処理基準に関する事項

の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として品番別個別法及

びランク別総平均法による原価法によって

おりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り「棚卸資産の評価に関する会計基準」　(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)

が適用されたことに伴い、主として品番別個別法及びランク別総平均法による原価

法

(貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法)により算定し

ております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、1,927,823千円

　　であります。

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、1,944,122千円

　　であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は、次のとおりであります。

給与手当 550,017千円

賃借料　 317,269千円

退職給付費用 23,837千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,238千円

ポイントカード引当金繰入額 13,129千円

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は、次のとおりであります。

給与手当 270,153千円

賃借料　 158,933千円

退職給付費用 17,073千円

役員退職慰労引当金繰入額 666千円

ポイントカード引当金繰入額 10,239千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９年30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定　 727,542

現金及び現金同等物 727,542
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　18,044,715株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　 　　　771,224株　　　　　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 86,396 5 平成20年３月31日平成20年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間　（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　　当社グループは、衣料品製造販売（受託縫製を含む）事業を主な事業としておりますが、当セグメントの

　売上高及び営業損失の金額が、それぞれ全セグメントの売上高の合計及び営業損失の合計の90％を超えてお

　りますので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間　（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　　在外子会社及び在外支店はありませんので記載を省略しております。　

 

【海外売上高】

　当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間　（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　　海外売上高はありませんので記載を省略しております。

 

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)　

　 有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり 

  ません。

 

（デリバティブ取引関係）

 当第２四半期連結会計期間末　（平成20年９月30日）

　　当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 218.31円 １株当たり純資産額 237.03円

 

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 14.84円 １株当たり四半期純損失金額 15.58円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純損失（千円） 256,451 269,202

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 256,451 269,202

期中平均株式数（千株） 17,276 17,274

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　前連結会計年度末に比べて著しい変動はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月10日

株式会社銀座山形屋

取締役会　御中
 

監査法人トーマツ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　　　淳　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平野　　　雄二　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座山形屋

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座山形屋及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　(注)１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提

出会社)が別途保管しております。

　  　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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